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◆	 症例報告
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16) 長谷川竣哉, 廣木忠直, 堀内辰男, 南雲一洋, 折原雅紀, 高澤知規. スガマデクス投与直後に心停止したが後遺症な

く回復したアナフィラキシーショックの1症例. 日本麻酔科学会　関東甲信越・東京支部第63回合同学術集会; 
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17) 間宮遼, 松井祐介, 櫻井美久, 岡田拓久, 白石卓也, 高澤知規. 径肛門的直腸間膜全切除中に発生した二酸化炭素に

よる肺塞栓症. 日本臨床麻酔学会第43回大会; 2023 Dec 7-9; 宮崎. 
18) 吉田達也, 高澤知規, 齋藤繁. 気道過敏性のある患者でデスフルランによる気道刺激が疑われた1例. 日本臨床麻酔

学会第43回大会; 2023 Dec 7-09; 宮崎. 
19) 竹田俊介, 堀内辰男, 澤野由加梨, 村田聡美, 田村誠志, 南雲一洋, 高澤知規. ロクロニウムによるアナフィラキシー

が疑われる患者に脊髄くも膜下麻酔で手術を安全に施行できた1例. 日本臨床麻酔学会第43回大会; 2023 Dec 7-9; 
宮崎. 

20) 櫻井美久, 松井祐介, 高澤知規, 樺澤洋治, 齋藤繁. レミマゾラムによる全身麻酔中に治療抵抗性の吃逆を生じた1
症例. 日本臨床麻酔学会第43回大会; 2023 Dec 7-9; 宮崎. 

21) 竹村佳記, 葛巻直子, 成田年. 「がん疼痛治療の標準治療と精密個別化治療」：精密個別化治療を目指したエピゲノ

ム鎮痛の勧め 〜ある麻酔科医ならびにペインクリニシャンの見地から〜. 第16回日本緩和医療薬学会; 2023 May 
26-28; 神戸. （招待講演） 年会プログラム委員会企画シンポジウム.

22) 竹村佳記, 葛巻直子, 成田年. 「痛みの基礎研究」:CRPS早期からの個別化治療を目指したエピゲノム鎮痛の勧め 
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1) 伊東久勝. ペインクリニックにおける不眠への対処. 不眠診療Webセミナー ; 2023 Jul 20; online. （招待講演）

2) 伊東久勝. 麻酔中の循環動態について. エドワーズライフサイエンス社内講演; 2023 Sep 29; 東京. （招待講演）

3) 高澤知規. 周術期のアナフィラキシー . 令和5年度富山県麻酔科医会研究会; 2023 Nov 22; 富山（オンライン）. （招

待講演）

4) 高澤知規. 神経障害性疼痛のメカニズムと診療の実際. 西部三師会～医歯薬福祉連携Meeting ～ ; 2023 Dec 4; 富山. 
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5) 竹村佳記. 慢性痛治療のポイント 〜富山県の“慢性痛難民ゼロ”を目指して〜. Pain and Symptom Seminar; 2023 
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Jan 27; 富山（オンライン）. （招待講演）

6) 竹村佳記. 慢性痛治療におけるQOLを見据えた副作用マネジメント. 慢性疼痛Webセミナー ; 2023 Mar 7; 富山（オ

ンライン）. （招待講演）

7) 竹村佳記. 慢性痛治療における漢方薬の魅力と可能性 〜痛み治療の二刀流を目指して〜. 下新川郡医師会講演会; 
2023 Jun 23; 富山（オンライン）. （招待講演）

8) 高澤知規. 麻酔の知識や技術で患者の幸せを追求. 関西医事新報 10面. 2023 Dec 20.
9) 高澤知規. 地域と繋がる富山大学麻酔科学講座. 富山大学附属病院ニュースレター No. 25. 2023 Oct.
10) 竹村佳記. 慢性痛患者のQOLの改善を目標に 〜痛みばかりに気を取られない大切さ〜. 塩野義製薬株式会社 社内

研修会; 2023 Feb 3; 富山.
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